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　In Tokyo, transportation is various cities the most in the world. Person's flow by the waterway 
traffic is planned to produce a rich city experience over both new towns and old towns, and the 
station of the ship is planned. A form and a role different in each town are played. It ties the 
public space of the waterside by traffic. 　
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02.  方針
〈都内の防災船着き場の現状〉
　東京は世界一移動手段が多様な都市である。１９６４年
東京オリンピックに合わせて整備された都市インフラが
都心に張り巡らされている為だ。そして現代、２０２０
年東京オリンピックに向けて湾岸と都心を結ぶべく、様々
な計画が出ているが、明確なビジョンを持たずに新たな
高架で結びつけようとする交通機関延伸は１９６４年の
首都高速道路の焼き増しのように見える。そこで、かつ
て顧みられなかった河川に目を向けてみる。東京湾から
隅田川と荒川を経て細かい水路網でつながる水系は重厚
長大な都市インフラではない、もっと柔らかな軸線で街
と街を結びつけるポテンシャルを持っている。祝祭空間
の湾岸と歴史的水文化と風土のある旧い街の両方を巡る
豊かな都市体験をつくりだすことを狙って水上交通によ
る人の流れを構想し、船の駅舎を計画する。
　研究では - 水上交通 - と - 東京の水辺の現状 - に焦点を
あてて研究したうえで現代で水上交通を再生する意味合
いと、再生の具体的な方法を探る。
　東京の水の流れには、その水面面積と川幅の変化の豊
かさがある。大まかには海から河川、掘割へと細くなり、
1 つの運河だけでも変化があるが、その支川に入り込むと、
また運河の幅を変える。例えば小名木川だけでも３つの
川幅がある。水辺の風景の変化は東京で水上交通の大き
な魅力のひとつである。かつて舟運の栄えた細い掘割に
加えて新興埋立地の幅のある運河を結び付け、東京全域
のネットワークで多様な交通機関と連携を取り合えば、
ロサンゼルスやアムステルダムでの水上交通のように、
観光のみならず日常の移動様式として十分に意味をもつ
と思われる。
　広い範囲で水辺をネットワーク化する際に「橋の高さ」
「水深の深さ」「潮位差」といった理由から、大小の船を
乗り換える場面が生まれる。乗り換える場所が魅力的に
整備されることが水上交通の再生と地域ごとに水辺の風
景を考える基盤になると仮定して駅舎の設計提案を行う。
　1993 年に発生した阪神淡路大震災での水上交通の有用
性から、現在から２０年ほど前に大都市圏では災害時に
利用可能となる「防災船着場」が急遽建設されるように
なった。戦前からの船着き場に加えて今でも新規に設置
箇所は増えていて都内だけで１００に届くような数が存
在している。その平時利用は水辺の風景を面的に整える
　駅舎の設置個所の選定とルートは、戦前まで活発であっ
た水上バスの船着き場の配置を参考にする。現在航行は
取り止めているが、桟橋は「防災船着き場」として残さ
れている。この防災船着き場の中から乗り換えのキーと
なる場所、都市と複合的に関係を持てる場所であること
を基準に選定し、個々の設計の構想・方針を示す。
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ある。自由な利用ができない現状があるが、水辺は本来
地域の固有性が現れる場所である。防災船着き場を基点
に水系を巡る木密から超高層までの風景に合わせて駅舎
のスケールを変動させ、防災地点に街の公共空間を重ね
る。
　船を乗り換える必要から大小３つの船のルートを設定
する。船と乗降人数と街の規模の大小は連動しており、
それに応じて駅舎も大小３つの計画をそれぞれ S・Ｍ・Ｌ
として提案する。鉄道の駅舎がそうであるように、街毎
に異なるプログラムや形態、役割を担わせることで、都
市を巡る水辺の公共空間を紡いでいく。
　設計では基本的な場所の概念を示し、建築の構成や形
態操作をダイアグラムや図面を用いて設計の詳細を示す。
Ｓ＿堤防に掛づくりで人の居場所をへばりつかせる。水
辺に視線を落とさせる片流れの屋根水辺に視線を落とさ
せる片流れの屋根で、桟橋の背後にある小学校と公園と
を待合の集会室で結び付け、水辺に活動の場を広げる。
構造は徒歩圏内にある富岡八幡宮を意識した木造とする。
Ｍ＿Ｓの駅舎から視界の抜ける隅田川に抜けると河川に
張り出す川床のような陸屋根が迎え入れる。浅草寺二天
門からの軸線を隅田川にまで延長し、回遊ルートの基点
とする。
Ｌ＿湾岸にたどり着くと陸から海に架かるアーチ屋根の
下を潜り抜ける。都市公園と大規模ホテルに跨るストリー
トを形成する。背後のホテルとの間の道路計画で歩道を
拡張しターミナルの店舗群を地上レベルに落とすことで
賑わいを道にへばりつかせ、活動の高密化と混在を狙う。
Ｓ＿江東区黒船橋　
Ｍ＿中央区浅草二天門
Ｌ＿港区台場
Ｓ＿桟橋・特別教室・集会室
Ｍ＿船着場、特別教室、ホール、レストラン
Ｌ＿ターミナル、船着場、店舗群、ホテル
　本研究を進めるにあたり、渡辺真理教授には多くの時
間を割いて指導して頂いたことに感謝申し上げます。ま
た、副査として指導して頂いた岡本哲志教授、赤松佳珠
子准教授ならびに、修士設計のエスキスを担当して頂い
た飯田善彦先生にも大変貴重な時間を割いて頂けたこと
で、本設計を成し遂げることが出来たと感じています。
本当に有難うございました。
1）東京エコシティ展「Future Vision の系譜」実行委員会・
法政大学大学院エコ地域デザイン研究所京キャナル・プ
ロジェクト実行委員会＿ 2006.03 ＿ Future Vision の系譜ー
水の都市の未来像＿鹿島出版会
2）東京エコシティ展「Future Vision の系譜」実行委員会・
法政大学大学院エコ地域デザイン研究所・東京キャナル・
プロジェクト実行委員会＿ 2006.02 ＿東京エコシティ＿鹿
島出版会
3）鹿島出版会編＿ 2002.11 ＿駅再生＿鹿島出版会
4）小川雄一＿ 2014.04 ＿建築ノート No.10 ＿誠文堂新光
社
5）10+1〈No.21(2000)〉特集トーキョー・リサイクル計
画―作る都市から使う都市へ＿ 2000.09 ＿ INAXo
〈構想〉
〈形態操作〉
〈敷地〉
〈プログラム〉
03. 設計
04. おわりに
〈謝辞〉
〈参考文献〉
Hosei University Repository
